
■2019 年 12 月 7 日、三重大学レーモ
ンドホールにて、JIA三重　環境セミナー
2019 が開催されました。講師の先生は
Arup の清野新氏で「Building Physics 
in Arup」のテーマでお話をされました。
JIA 会員やそのスタッフ、三重大学生が
集まり熱心に聴講いたしました。

■Arupの紹介、世界の仕事、日本の仕事
はじめに、Arupの世界の仕事と日本での
活動を説明されました。
　Arup はデンマークで創設者オーヴ・ア
ラップ氏が 1946 年に専門的なコンサル
ティング・エンジニアリンク業務を行う目
的で設立。多様な分野の専門家が協働し
て、より高い品質のプロジェクトを達成で
きるような事務所を構築しようとしました。
　業務内容は、意匠設計を除く、土木・
構造エンジニアリング、機械・電気設備
エンジニアリング、火災安全設計、輸送
交通技術コンサルティング、環境コンサル
ティング、地質地盤エンジニアリング、エ
ネルギー・コンサルティング、材料エンジ

ニアリング、プロジェクト管理、サステイ
ナブル・コンサルティング、セキュリティ
コンサルティング、IT および通信技術コ
ンサルティングサービス事業など。世界
各地で 15000 人のスタッフが従事し、日
本では約 100人が活動しています。

■Building Physics（建築物理）アラッ
プの全体的な考え方
　清野氏は環境部門を担当していて、様々
な建築家と協働し優れた建物を作ってい
ます。光、熱、風、水など自然環境の要
素を物理的に分析し、建物の設計上で操
作しながら問題を解決し、さらに豊かな
空間を作っていく、それを Building 
Physics( 建築物理 ) と呼んでいるとのこ
とです。
　具体的に 3 つの手法で作られた建物を
紹介されました。

1. Design With Climate
（気候に合わせた設計）
・Tainan Art Museum は台湾の台南中
西区に建つ美術館。台湾の気温と太陽高
度変化を読み取り、積層する建物の上に
大屋根をかけ、人々が過ごしやすい建物
にします。その大屋根は日差しの角度に
より日射量が変化する fractal roof と、
雨をしのぐ glass roofの 2重構造で作ら
れています。その形が大きなインパクトを
与えています。

2. Maximize the Site Potential
（敷地の環境ポテンシャルを活用する）
・Art Museum＆Library OTA は群馬県
太田市の駅前に建つ。冬は北側にある赤
城山からの北風をさえぎり、夏には南側
からの風が建物を通りぬけるように、5 つ

の建物配置や外通路、植栽を計画してい
ます。風の流れから人々が過ごしやすい
ように考えられています。
・スイデンテラスは山形県庄内平野に広が
るの水田の中に建つホテル。水が豊富な
米どころならでは可能な自然要素を取り
込んでいます。水田の水辺を通る風を窓
から取り込んだり、豊富な地下水をくみ
上げ、建物内の冷暖房にする仕組みを作
り上げています。アラップの提案した水の
利用方法が、もはや建物全体を表現する
コンセプトに成長しているように思えま
す。

3. How to create the variable
    Microclimate
（多様な微気候空間を創り出す）
・みんなの森・ぎふメディアコスモスは日
射量が多い岐阜の太陽光を操作。2 階に
ある天井のグローブは豊かな日射を取り
込み、柔らかく拡散されています。その
グローブと天井ルーバーの形状は建物の
イメージを印象付けています。
・YAOKO のオフィスでは熱の感じ方と体
感温度指標から、水を使った床冷暖房を
実現しています。床冷房はすごく温度が
下がるわけではなく、床以外からの遮熱
や気流を組み合わせ、暑さを感じさせな
いようにするとのことです。床冷房のしく
みは初めて知りました。

■最後に清野氏は大好きな「オーヴ・ア
ラップの言葉」（写真参照）を説明され締
めくくりました。アラップは光をいざない、
水をめぐらし、風をうながしながら、熱を
あやつる魔術師のようです。
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